
特許 と 新案

日立製作所では所有している全部の特許･実用新案を全て

有償開放しております｡

このリストには,日立製作所所有の特許･実用新案で,日

立製作所が実際に使用したものの中から,選んで掲載いたし

ました｡

なお,照会･実施のご希望のございます場合は右記までご

連絡囁います｡

■ 誘導電動機

間合先:国内関係･日立製作所特許部特許′営業グループ

海外関係･日立製作所国際事業部欧米部

電 話:(03)270-2111(大代表)

住 所:〒100東京都千代田区大手町2-6-2(日本ビル)

登鐸番号 公告番号 名 称 登録番号 公告番号 名 称

実 954650 46-19053 スリ ップリ ング 実 860045 43-10096 ブレーキ開放装言;乍

実 838286 42¶10005 短絡装;琵のシフタービン 実889070

実910559

44-11204

45-2009

竪形ころがり軸′受のオイルポック

実867471

実922382

43-柑423

45-13216

44-4971

誘導電動機の回転子

回転電機の回転子

ス

i‾E磁クラッチ

実894743 ′ト形電動機 実 847563 42-19298 回転電機のカゴ形巻線

実779192 40-9222 電動機の支持装i琵 鞘 628240 46-16466 耐水絶縁電線

実 753765 39-13883 隈取コイル 桔 518146 40-685

37-6353

41-16889

多相電機子巻線

特 423625 38-23804 三相誘主謀電動機 特401699 乍E動機コア打払方法

特 404089 37-9611 ミシン用電動機 特 490879 鋼板フレーム電動樅の製造方法

実 946125 46-8034 ミシン用駆動装置 尖 825944 41-21452 ∴重電圧単相誘導電動機

実7｢柑167 39-32769

40-5056

全閉外扇型単相誘j与電動機 持 496507 41-20484 コンデンサー電動機

実782377 ′ト型電動機の軸′受装置 実 936708 46-812 発電機の電圧制御装吊

実 788816 40-2917 小型回転機のエンドブラケット固 特 281229 36-1511
一括形誘導同期電動機

定業置 実 936703 45-32432 高周波可変周波発電装三言′ヱ

■ マイクロモータ

登金蔓寺号 公告番号 名 称 登録番号 公告番号 名 称

実927646

実891859

45-25428

44-14571

電磁的結合部における巻線のり- 特 644584 46-36416 無刷千両流電動機

ド繚 持 616067 46-4690 パルスモータの駆動方式

マイクロモートルのカ ップロータ 実 927720 45-28201 電動機の駆動回路

実 843310 42-14641 ′ト型電動機の刷子保持装芦こ 特 596167 45-70454 無刷子直流サーボモータ

特 404101 37-12570 電動機調速装置 特 590659 45-14456 無刷子直流.電動機

特 495143 37-901 超′ト型回転電横間刷--f- 実 722767 38-5218 水中モートルの膨瓜ミ吸収装置

特 468136 48-7406 トランジスタ電動機 実 855049 43-5781 流体封入形電動機の回転バランス

特 6556き0 43-19367 トランジスタモータ 装置

■ 流体横(除くポンプ)

登載暮号 公告番号

l

名
.∴､ 登録番号 公告番号 名 称

実7377;柑 38-35083

41-610

工場用扇風機 実 948872 46-13286 エア･カ”テン

集 約1152 扇風機用ガード 実 948873 46-13288 エア･カⅥテンの取付装置

実 糾6433 41-7175 工場用扇風機の肯振装置 実 948874 46-13289 エア･カーテン

芙 967631 46【30837 渦流プロアー

エア･カーテン

実 965161 46-29039 貫流77ン

実 951118 46-12741 実 948876 46-13290 エア･カーテン

■ 電動織応用晶

登錯寺号 公告番号 名 称 登録者号 公告番号 名 称

実 863ユ†5 43¶15639 制限開閉器 実 743369 39-3924 ギヤモートル
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スーパーキャビテーション ポンプの研究

(第l報,ポンプの特性及びキャビテーションの発生状態)

日立製作所 宮代 裕･岡村共由,他l名

日本機械学会論文集 39-328,3725(昭48-12)

ポンプにJiいてキャビテーショ ンがJヒず

ると,ポンプの性能は低下し,同時に,キ

ャビテ【ションの崩壊により生ずる高い衝

撃圧によって羽根車などが填良を′受ける｡

したがって,ポンプの研究は,キャビテー

ションが発生していない場合の件能がよく,

かつキャビテーションが発生し堆いポンプ

を得るという方妄十のもとに進められるのが

普通である｡しかし,キャビテーションの

発生を抑制するにはl掛空があり,このこと

がポンプの高速′ト形化を阻害する一一つの大

きな障害となっている｡

この問題を解決し,ポンプを飛躍的に高

速化.′ト形化するために,次に述べるスー

パーキャビテーションの応用が巧-えられて

いる｡すなわち,軸i充形のポンプにおいて,

従来の考え方とは逆に,キャビテーション

を横板的に発生させ､羽根の低圧側を完全

にキャビティで掩い(ニの状態をスーパー

キャビテーションという),気泡の崩壊を羽

根より下獄二棺すことによって,羽根の填

良を避けるノブ法である｡

木研究では,スーパーキャビテーション

規範を応用Lたホンプの特性を調べる第一-･

f貰Ⅰ智として,2純確のス【パⅥキャビテー

ションポンプ,ポンプA及びBを設計し,

実験を行なった｡ポンプの高速化,′ト形化

放びl‾吸込性能の向上を臼的として設定した

作能は,比速度〃5=3,300(m,m3/min,rp山,

吸込比速度S=2,000(m,m3/min,rPm)で

ある｡効率りはキャビテーーションが発生し

ていない状態における通常のホンプより低

く,ワ=60%程度と期待きれる｡

ス【パーキャビテーション状態の羽根車

叫咋古巨を見積るために,ポンプAの設計に

当たっては,WadeとAcostaによる欠円輿

の巽列実験結果を参考にした｡ポンプBの

設計にはWuの発現論を用い.羽根の圧力面

は円弧とし,員圧血の形状はキャビティの

形を参巧･にして定めた｡

実験の結果,羽根車のボスからチップま

で羽根負圧両全体がス【パーキャビテーシ

野†/
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ヨンになる二状態において,下記の性能が得
られた｡

ポンプA:凡=3,030 5=2,320 ヮ=59.4

% ポンプB:〃ざ=3,440 5=3,140 ヮ=

51.8% これによって,スーパーキャビテー

ションポンプの比速度及び吸込比速度は従

来の軸i充ポンプより大幅に大きいことが確

認された｡

あるポンプ実機の仕様(吐出し量,仝揚程,

有効吸込ヘッド)が与えられた場合に,キ

ャビテーショ▲ンが発生していない状態の
通常の軸流ポンプモデル(一例としてⅣざ=

1,600)と,本研究によI)得られたスーパー

キャビテーション ポンプモデルからそれぞ

れ実機を相似設計して両者を比較すると,

スMパーキャビテーションポンプ巾の場合に

は.通常のポンプに比べ回転数を約2倍高

速に,羽根車外径を約25%′ト形化し得る｡

上記以外に,キャビテーションの発生二状

態の観察､羽根取付角が件能に及ぼす影響

などを実験的に調べた｡

分割形推力軸受

岡野金平

登三録実用新案第951244号(実公昭46-11445号)

本考案は,水車発電機などによく採用さ

れる推力軸′受の改良に関するものである｡

従来---･般に採用されているこの種の推力

軸受のシューは,側面がしゅう動面に対し

て直角に形成されているのが普通であり,

このためランナの回転に対しシューの複線

部に発生した多くの気泡(ほう)が,隣接し

ている次のシューの側面に集合停留し,そ

してやがてはシューのしゅう動画に流入し,

ランナとシュー間に形成されている油膜を

破ってしまうきらいがある｡

この考案は以上のような欠点がないよう

にしたものである｡

すなわち,図1に示すようにシュー①の

側■面の形状を,下面方向に縮小するように

テーパ(勤を設けるようにしたものである｡

ニのような側面形状にすると,発生した

気泡がこのテーパ面に沿って下方に追いや

られ,したがってシューの側面に集合停留

することはな〈なり,気泡が集合してラン

ナ(釘とシュー(丑間に流人することはなくな の油膜が形成され,軸受の焼損などの事故

る｡ はなくなr),高荷重に耐えうる推力軸受が

これよりランナとシュー間には常に所定 得られるのである｡

/

ふ瑚｡恥∧J
図l
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陰極線管テ寸スプレイ装置における

ペン追従方式
三度辺 茂･平野睦房･三浦武二雄

特許 第654193号(特公昭46-40656号)

本発明はライトペンを絹いた陰極線管デ

ィスプレイ装置におけるペン追従‾方式に関

するものである｡

ライトペンを追跡するために,従来,陰

魅線管の表示面に電子ビームによって描か

れる多数の光一たから成る追従パタⅥンを形

成L,これらの光点を所定のプログラムに

従って,･一定の順序で輝かせ,ライトペン

の感光視野内にその輝点が入るたびにライ

トペンから出力パルスを生ぜしめ.その出

力パルスを電了･計算機で適当に論理処理し

て現在のライトペンの座標値を検汁けると

とい二,ライトペンの中心位置に追従パタ

ーンの中心を格動させる方i〔が知られてい

るが,追従操作は電子計算機のプログラム

の制御のもとで実行されるため,電子計算

機の使用占有時間が大きくきわめて能率が

悪い｡

不発明は,このような欠点を除去するた

めになされたもので,そグ)蝶理を図lによ

り.舶｢附する｡

】削刈において,Ⅹ軸およひ'Y軸は､それ

ぞれ陰極線管の表示血の水平軸および垂直

軸を表わし,P(,は椎動前のベン中心点嬉標

(∫｡,〟｡)を,P〃は椎動後のペン中心点唾標

(∫〃,y〃)を,さらに.図中の円は移動後の

ペンの感光視野の限界をホすものである｡

そこで,格動前のペン中心点唾標を保持

しておき,その中心点P｡のⅩ軸に平行で,

かつそのr`ll心点を通過する直線上に,中心

点より--･定距雛だけ離れた2点PlおよぴP2

を選び,これらの点から,中心点P｡に向か

って直線的に格動する輝点を発生させると,

その輝.串こが格動後のライトペンの視野内に

はいったときに,ペンから出ブJが表われる｡

このときの輝点のX煉標を∫1,∫2とすれば､

格動彼のペン[トL､.キP八･のⅩ唾標∫ノVは.∫八･

=÷(∫1十∫2)で与えられるので,その他を
保持して置く｡

次にY軸については座標∬入せ辿る直槻卜

に2点P3およびP4を選べば,何様にLてベン

中心点PNのY唾標封J､｢は,〃〃=与(封.十封z)

/′/∴′

論文転義
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で与えられるので,その他を保持し,次の

緒動の追跡を行なう｡

本発明では,この頃坤をアナログ回路ま

たはディジタル回路を用いて実現すること

ができ,電子計算機の占有時間をほとんど,

あるいは仝〈必要としない(析山)

Y

軸

y2

Vl)

〃J ←
一
●

--】

P3

P｡

新しい位置における

ペンの視野

新い､ペン中心点

PN(∬〃,y〃)

前回のペン中心点

P2 Po(ェ｡,y｡)

エ1 ∬0 エ2

図l 陰極線管表示面

X軸

ホログラフィツクな高密度画像情幸艮記憶

日立製作所 角田義人･武田康嗣

電子通信学会誌論文誌C 56-5,299(昭48-5)

ホログラフィを川いた画條帖報ファイル,

検索装i#を実現するうえで,ホログラム

メモリ作成技術として,(a)ランダムフェー

ズ サンプリング法と(b)アナログ ランダム

フェ【ズ シフタ法をl凋発し,ニれを柑いて

超小形州象肺報検索普芸道を作製Lた｡

従来の高密性ホログラム メモリを作成す

る場合,その癖柿を′J､さくするために,レ

ーザ光をレンズで集束Lて情報を記真読する

フーリエ変換形ホログラムがよく用いられ

る｡この手法の根本的欠ド111は,レンズで絞

った情報光が感光材科上で不均一な分布を

し,しかもその中央部に非常に大きなピーク

を作ってしまうため,再生画像が大幅に悪

くなってしまうことである｡また,情報再生

の際の欠損によってスペックル ノイズとし-

う､ランダムな雉汗が再生懐中に.呪われて

しまう｡これらを解決するため+二記2千法

を開発した｡

(a)の方法は,画像情報を所要の解條雌以

_上二に分州サンフ‾リングするとIii川引二,各サ
ンフ■ル∴■､=ニアIソト ランダムな位f‖を付加す

ることによって,フーリエ変換ホログラム

由卜で叫宙報光強比り川Jを一一様化するもの

である｡ニの手法は次の特徴をイ】‾している｡

(1)粗詣帥くJにスヘリクルノイズの全くない州

條′げ描iホログうムを作成できる｡(2)レイリ

ー粂丁′いこよる[リ】抑止ミ界の高密度で情報を請じ
憤できる｡(3)情緒の分1刊はサンプリング定

理によっているので､所要の妓高解像度が

柑られる｡(4)illji山析効ヰミが柑られる｡実l祭

に100ガ点のサン70リングを行なうことに

よって直径約2mmのホログラム中に一画面

の情報を記悠した｡

(b)の手法は,二次ノ亡的に連続変化し,更

に帯域制限された位柑枇を情報に重ねて用

いる‾方法である｡二のノノ法は次の特徴を有

している｡(1)悦‡l帥りにすべての情報をホロ

グラム中に似り人れてしまうので,超高解

像度のホログうムを作成できる｡

度は(a)に比較すると多少任しくなる｡実際に

位fl+枇を作製する手法として,ガラス湛枚

からマスクをl;l-1弓てて支持し蒸着を行なう方

法を開発した｡この手法は非常に細かい文

どのホログラム記憶には睦めて適

切な手法といえる｡

以上2手法の典体r伽仁上Hとして,耐象情

報高密度ホログラム20純類を内戚する情報

検索装;鞋を試作した｡装置は,直往7cmの

lJJ枇に5板のホログラム枇(各4帥の情幸削勺

臓)を枇り付けたものから成り立っている｡

情糀はけん盤によって選択される｡ホログ

ラム枇をタイムシリアルにアクセスし,更

にミラー偏向器によって情報のランダム ア

クセスを行なう｡これはホログラムの自己

結條作凧 ′比良性,條位置固定性などの特

徴を生かし,将来の高速,低価格,大容量

の情報検索システム開発への展望を示すも

のである｡



日立評論 VO+.56 No.8 809

日立8けた電子式卓上計算機用

1チップ大規模集積回路HD3633の製品化
国内で年｢王り1,000万千丁を超えて生産

される1=に十式中上計算機(以‾F,電卓

と略す)の約7割以_とが,表示けた数

6～8けたを中心とするパーソナル電

卓である｡

HD3633は小形,イ氏消費`.に力を要求

する屯池駆動のポケッタブル電卓用の

標準LSI(大規枚集柿回路)として開

発されたものである｡演算機能とLて

は似いやすし-数式どおりのキー才巣作方

法を才采用L,パーセント計節及び1帥門

し･1刊引き計算が可能な8けた用であ

る｡

プロセスは,次のような特徴を持つ

イオンfr込み技術を利用したシリコン

ゲート PチャネルMOS,E/D方式を

補いている｡

(1)帆乍邑源屯江刺作

(2)高速動作

(3)低消費電力

(4)高菜相密度

HD3633では,′l=に中システム全休と

Lてのコスト巾ti域のため,でさるl祉-いJ

部品点数を減らすことを設計の主眼と

Lた｡

すなわち,従来LSIの外部で構成し

ていたクロックパルス発生器,て電源投

人時日軋クリア匝柑各及びけい光表示管

ドライバをLSI内に集横しており,動

功

作電圧30Vまでのけい光表示管の直接

駆動が可能となっている｡なお消費電

力は約30mWで従来の約夕言になり電池

による長時間動作を容易にしているこ

とも特長である｡

([J立製作所 電了一事業本部)

t■仙vr･(･t｢′州
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＋
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図I HD3633システム ブロック ダイヤグラム

川形,16形ITC(偏向ヨーク付カラー受像管)
ITC(Integrated Tube Compo-

nents)ヒ付する仙l■'りヨーーク什カラー

′ヱ恨符を糊発Lた｡/卜圭でのカラーーヱ

他作は3色の色†ナせをイイなうために声k

雉な什拭恥1.一,と川縄を安L/こ(図1右)

のに対Lて,ITCでは,帖.川-Jコイルと

恥r主tなマグネ･ソト アセンブリのみでよ

い(図1左)｡Lかも,Ⅰ′rCにおけるこ

の2点の什捕溺11才一は,ホいノトノ′し卜接

表1370BLB22一丁COl,420AFB22イCO3仕様

才綿Jによって,ンこ仝朋牽器析みの北態で

ト㌧けiされている(1この結一札 色ナナせlりJ

路の掛け=二よるコストダウン,仁油川三

の山卜､セlソトメーカー-における収械

し-の冊易化,市場に丘うけるサ【ビス件

の向卜などの大きな柑1ミか発挿されて

いる｡ITCは,従来の部.打.としてのカ

ラーノ乏條管からカラーノ乏條管システム

への第一-一一歩と言える｡また､けい光【Ri

項 目 370BLB22一丁COl 4ZOAFB22一丁CO3

方 式 ･ 構 造
電磁偏向,静電集束,シャドウマスク形,一体化電子銃,ハイプリ

ツド タイプブラックストライプけい光膜,偏向ヨーク付90度偏向

全 長 (mm) 329.6
_土
9.5 36l.1土 9.5

最 大 子量(rnm) 372.6 t 3.0 4Z4.4 t 3.0

ヒ タ 6.3V O.75A

重 量(kg) 7 9

陽極絶対最大定格(∨) Z4′000 25′000

イ吏

用

例

陽 極 電 圧(∨) 22′000 23′000

第3グリッド電圧(∨) -

3.920---4.620 4′柑0､4′850

第2グlノッド電圧(∨) 445 780 445---780

カ ソ
ード電圧(∨) 160 160

偏

向
;∃

1

ク

水平

コイル

一インダクタンス(mH) *

0.】561_5%
斗ネ

0.624＋=5% l.39± 5%

抵 抗 Hり 0.3Z9 土7% ; l.315⊥7% l.35上10%

垂直

コイル

インダクタンス(l†1H) l.43 ＋ 5% 64.0±10%

抵 抗(n) Z.25 土 7% 28.2十10%

注:- 並列接続,** 直列接続

としてはハイプリ ソド タイプ ブラッ

ク ストライフ■■ガン(を採朋し,叫るくシ

ャーープな【句質を了ミ上ている｡更に16形に

ついては,セミトロイデル形偏向ヨー

クも採川L,口_､二′二独I′1の拙いやすい牛与

件を子ミfている｡/ナL州封発LたITCは14

形と16形であるが,更に18形,20形も

H‾卜偶発巾である｡

l.主な仕様

_七な仕様は,表1に示すとおりであ
る｡

([-トンン出作巾 ノ.に--J二管-一寸t紫郎)

嘗⇒

図I14形ITC(左)と通常形カラー受像

管(右)
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小形電子式卓上計算機+用液晶表示素子"H2068”

個人用として電子式卓上計算機(以

F,て昆卓と略す)の時代が到来し,電

巨業界ではその小形化､低価格化競争

)ゞ行なわれている〔つ 液晶う電卓はこの個

′＼用電卓として一最適な低消費電プJ作を

百しており,′ト形化も可能であること

う､らその尊皇品化が〕胡持されていたが,

L†立製作所ではこの需要にこたえ′ト形

電卓用液晶表示素了一"H2068''を開発し

ト

"H2068‥は,8けた,7セグメ`ント

形のネマチック液晶を用いた放射形D

SM表示素‾j'一である｡

1.主なヰ寺長

1)ハ【フ ミラーを仲川

反射枇として令色のハーフ ミラーを

【口い非常に見やすく,かつコントラス

トの良い,美しい表示である｡

2)時分黙り駆動素十

日立独白の内部配線形マトリ ックス

素1二なので非ノ.削二小形で,時分1判駆動

の持氏である端イ･数の減少とあいまっ

て収招いが?妄妨である｡また時分′州即

動回路として専用LSI(大規校集桔回

路)HD4208が同時開発されておr),

面倒な駆動担柑各との組ナナせのための検

討が不要で,谷易に液晶`正卓が実現で

きる｡

(3)仕も消背電力

液晶の低消費′五プJ什を'更に生かして

駆動LSIHD4208は,川補形MO S

を用いており,CPU LSI(E/Dタ

イプMO S)と†ナわせた消費1E力は20

mw以下と非常に′トさく,′トさな乾1‾E

池で長時間の使用に耐える｡

(4)高信頼ノ円三

パッケージは高イ言東則牛を目標として,

‡息湿度サイクル,佃温l●iii屈放吊などの

各柿の加速試験を行ない,十分なイi言椒

度のあるものを開発した｡■更に液晶に

ついても,高氾動作,什はた放置などの

抗しい寿命条件でそのイ‾;吉和=生が碓L…思さ

れている｡

2.主な仕様

(1)外形:64×27.2×9(mm)

(2)けた数:8けた

3

4

5

(6)

7

00

9

駆動方式:%バイアスぎ去

駆動電圧:14V,7V

抵抗:セグメント側 2.5Mr之以_L

共通`i電極側 160kn以ト

I応答暗け妄]:立_l二り 100ms

(250c) 二在'ドリ 100ms

コントラスト比

動作f⊥ん性範州:

保存i占.l_J空範囲:

=_i立製作所

○田
舟
○
中

○
白
白
●

Q
0
8
a

骨
身
点
昏

:25:1以上

0～＋400c

-20～十700c

竜一｢管事業部)

弧払

【司l 小形電卓用)夜晶表示素子■-H2068''

帝王
亀己 舌配線に便利なフロアケーブル

拉近の屯うさ.I抱こ言貨の叶川rlは,ト+をtみf一土

るものがある｡二れに伴い仙勺外′i‾に.il千

木多転工･j-i一をはじめとするサーービスす‾‾

ダー_｢事もJl糾J口の ∴途にある｡

日本ノ,に†∫i一に‾ii.モ公什では,これらに対

処すべく,でナf-‡リヒ,打プJ化対策として

峠下軋矧勺に,あらかじめケーブルを

配線して才;き,要求に応じてフロアポ

､･/クスかJフ必一安な心維をリlきJllす新屋

rノっ配線方JTしをり三川化Lた.)

日二､工ノ【に根株J･〔会社では,日本一iにイ※i‾㍍

.言一千±さ什の手新年のもとにこの折ノJ‾∫てに仲
川-ナる仏幸棚止維川ケー｢ブルとLて､フ

ロアケーブルを糊ヲ邑,ノ大川化した〔,

1.主な特長

(1)外紙は,3ノブIrり突起付きで,しか

も突起の両側グう外被惇が滞くなってい

るので,フロアボ､ソクス内のような狭

い場所でも外彼のはぎ取りが容易にで

きる｡

(2)心線に約25%の折返しによるうキム主

を持たせているので､心根の■i=王‡しノが

存易である(､
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r言r′"≡ニご亨､■′

ケ･Ⅳブルタを等奈

､プ群ア′′ざ､-･メタて＼､､～

屋内綾コネクタ

2.主な仕様

フロアケーブルは 0.5mmXlO対役び

0.5mmX20対の2サイでがあり､いずれ

も,ケーーーブル1m!■1たリ25c-n以1二れL､

線引州Lが可能である｡図2は,心根

グ)取HIL北i比をホすものである.)

(日立′基線株式会社)

:宗ぎ■毛ノミ墾戸ごキ

た嘗

回I フロ

アケーブル

のイ重用例

図2 フロアケーブル心根の取出し




